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長い歴史に幕を閉じる学校

さわがしい教室に

みんなの笑い声

今まで多くの生徒を見てきた学校は

いったい何を思うのだろうか

しずかになつた校舎は

少し物たりなさを感じる

そこに、やさしいそよ風が私を通りすぎた

まるで何も気にしていないかのように

長い歴史に幕を閉じる学校

形は無くなつても

思い出は私達の中にずつとありつづける

詩 :生徒作品「学校」





卒業生入場

卒業証書授与 旅立ちのことば

卒業証書授与 最後の卒業生

式辞/黒江 修―  校長 告辞/有村 青子  県教育委員長代理 祝辞/金丼 久美子  PTA会長

式場風景 楼歌吝旧 巫 菫 牛 恨 捏


